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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
未
収
遺
骨
と
防
空
壕
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
把
握
し
て
い
る
沖
縄
に
お
け
る
戦
没
者
は
、
約
十
八
万
六
千
五
百
人
で
あ
る
。
平
成
二
十
年
三
月
ま

で
に
収
集
し
た
遺
骨
の
数
は
十
八
万
六
千
百
四
十
二
柱
で
あ
り
、
未
収
集
の
遺
骨
数
は
約
三
百
五
十
柱
程
度
と
考
え
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
沖
縄
県
、
沖
縄
県
民
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
遺
骨
の
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

山
野
の
開
発
等
で
散
発
的
に
発
見
さ
れ
る
遺
骨
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
た
沖
縄
県
が
、
そ
れ
以
外
の
遺

骨
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
が
、
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
沖
縄
県
、
沖
縄
県
民
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
遺
骨
の

収
集
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
沖
縄
に
お
け
る
収
集
を
含
め
遺
骨
収
集
に
係
る
経
費
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度
予
算
に
約
二

億
四
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
沖
縄
県
に
対
す
る
遺
骨
収
集
の
委
託
に
係
る
予
算
額
は
、
六

百
十
三
万
円
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
「
防
空
壕
、
埋
没
壕
、
自
然
壕
（
ガ
マ
）
」
、
「
未
確
認
壕
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
住
民
の
身
体
、
生
命
及
び
財
産
に
係
る
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
土
交

通
省
及
び
農
林
水
産
省
が
共
同
で
実
施
し
た
平
成
十
七
年
度
特
殊
地
下
壕
実
態
調
査
（
以
下
「
実
態
調
査
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
は
、
沖
縄
県
か
ら
、
県
内
に
二
百
四
十
八
箇
所
の
築
造
さ
れ
た
地
下
壕
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
市
町
村
別
の
内
訳

は
、
那
覇
市
七
十
六
箇
所
、
宜
野
湾
市
一
箇
所
、
石
垣
市
二
十
二
箇
所
、
浦
添
市
十
箇
所
、
糸
満
市
三
十
七
箇
所
、
沖
縄
市

二
箇
所
、
宮
古
島
市
三
箇
所
、
本
部
町
二
箇
所
、
恩
納
村
六
箇
所
、
金
武
町
六
箇
所
、
伊
江
村
一
箇
所
、
読
谷
村
七
箇
所
、

北
谷
町
九
箇
所
、
北
中
城
村
一
箇
所
、
中
城
村
二
箇
所
、
西
原
町
七
箇
所
、
東
風
平
町
二
箇
所
、
玉
城
村
三
十
四
箇
所
、
佐

敷
町
二
箇
所
、
南
風
原
町
二
箇
所
、
渡
嘉
敷
村
五
箇
所
、
竹
富
町
十
一
箇
所
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、
当

該
市
町
村
名
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
築
造
主
体
別
の
内
訳
は
、
旧
軍
に
よ
る
も
の
が
百
四
十
四
箇
所
、
旧
軍
以
外
の
者
に
よ
る
も
の
が
六
十
七
箇
所
、

不
明
な
も
の
が
三
十
七
箇
所
で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
下
壕
の
う
ち
、
旧
軍
、
地
方
公
共
団
体
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
が
築
造
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
建
築

物
等
に
対
す
る
危
険
度
が
増
し
放
置
し
難
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
埋
戻
し
等
の
対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
沖
縄
県
首
里
城
地
下
の
旧
三
十
二
軍
司
令
部
壕
の
調
査
」
が
何
を
指
す
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
実
態
調
査

に
お
い
て
は
、
沖
縄
県
か
ら
、
沖
縄
県
那
覇
市
首
里
当
蔵
町
三
丁
目
首
里
城
地
下
に
所
在
す
る
壕
に
つ
い
て
は
、
「
入
り
口

は
完
全
に
封
鎖
さ
れ
て
お
り
、
壕
内
に
入
れ
な
い
」
、
「
今
後
の
対
応
は
現
在
調
整
中
」
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
当
該
壕
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
遺
骨
が
存
在
す
る
と
の
情
報
を
得
て
い
な
い
こ
と

等
か
ら
、
現
時
点
で
遺
骨
収
集
を
行
う
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
い
。

三


